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論文審査要旨（600～700字程度） 
 本研究は，脳組織の血行動態と神経血管連関評価のための簡易な光学的計測法ついて，ラット吸入酸素濃
度変化モデルおよびラット大脳皮質拡延性脱分極モデルを用いて検討したものである．吸入酸素濃度変化モ
デルの実験では，酸素濃度の低下に応じて総ヘモグロビン量の増加と組織酸素飽和度の減少が見られた．極
低酸素状態または無酸素状態において生じた呼吸停止の前後において脳組織の光散乱パラメーターが大きく
減少することが明らかとなった．この変化は無酸素性脱分極と呼ばれる脳組織の形態変化（細胞および細胞
内小器官の膨潤）を示唆するものである．脳表面への塩化カリウム液滴の適用により惹起した拡延性脱分極
の実験では，脱分極波の伝搬に伴う一過性の血流上昇と伝搬後の血流低下と低酸素血症をイメージングする
ことに成功しており，提案法の妥当性が示されている．また，脱分極波を示す細胞外局所場電位の陰性変化
と光散乱パラメーターの減少が同期する新しい現象が捉えられており，内因性の光信号のみを用いた神経細
胞脱分極の時空間変化の計測の可能性が示されている点は注目に値する．これらの知見は脳神経科学分野に
おける脳機能解明，脳血管障害の臨床研究および脳血管障害の診断・治療に大きく寄与するものである． 
以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成および公表論文数などから，
本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断
し，合格と判定した． 
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